
決算書掲載頁　P223・P229

内
訳

学校の統廃合で遠距離通学となった児童生徒の保護者に対し通学費負担の軽減を図るため。

今後も引き続き、遠距離のため、公共交通機関（バス又は電車）を利用して通学する児童生徒の保護者の経済的負担の
軽減を図る。
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安全、安心な学校園をつくる学校教育
元気創造都市
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教育推進部教育総務課

事業： 遠距離通学費助成事業 0516

03

整理
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施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

04第3章
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合
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妥当性

効率性

有効性

施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

遠距離のため、公共交通機関（電車又はバス）を利用して通学する児童生徒の保護
者に対する経済的負担の軽減に資している。A

市指定地域からの遠距離通学にかかる
児童生徒の保護者負担が軽減されてい
る。

A

A

B

目

標

公共交通機関による通学交通費を全額支給する。
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事業費 3,048
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所管課

滝畑・川上地域から高向・川上小学校に通学する児童の保護者に対し通学費負担の軽減を図るため。
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細事業：遠距離通学費補助事業（小） 01事業
優先順位
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職員数

再任用職員数

1

直営 昭和59年度 遠距離児童生徒通学費補助金交付要綱

滝畑・川上地域から高向・川上小学校に通学する児童の保護者

該当地域に在住する保護者負担を軽減するため、引き続き事業を実施していく。
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滝畑・川上地域から高向・川上小学校に通学する児童の保護者からの申請を受け、通学交通費の全額を支給し、保護
者負担を軽減する。目

標
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